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研究成果の概要（和文）：多剤耐性パンデミッククローンを含む耐性菌/耐性遺伝子の市中のヒトでの浸潤実
態・伝播リスクを検討することを目的とする。市中のヒトの腸管内における耐性菌/耐性遺伝子の占有率(濃
度)・性状を明らかにし、浸潤実態を解明する。更に、市中ー病院間の伝播を究明するため、市中と病院分離株
の分子疫学的解析を行い、院内外の耐性菌/耐性遺伝子の動態を解明する。これらのデータから、市中における
耐性菌の浸潤実態に加え、維持・伝播のリスクを明確化し、院内外における耐性菌制御に役立つ知見を得る。現
在、市中における耐性菌の時系列的変動と浸潤状況について、明らかにし、学会発表、論文として公表した。

研究成果の概要（英文）：We will elucidate the prevalence (concentration) and characteristics of 
resistant bacteria/resistant genes in the intestinal tract of humans in the city, and elucidate the 
actual situation of infiltration. Furthermore, in order to investigate the spread between hospitals 
and city hospitals, we will conduct molecular epidemiological analysis of city and hospital isolates
 to elucidate the dynamics of resistant bacteria/resistant genes in and out of hospitals. From these
 data, we will clarify the actual situation of infiltration of resistant bacteria in the city, as 
well as the risk of maintenance and transmission, and obtain knowledge useful for the control of 
resistant bacteria in and outside of hospitals. Currently, we are clarifying the chronological 
variation and invasion of resistant bacteria in the city.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
ヒト社会において薬剤耐性菌は抗菌薬を使用する病院での調査、現状把握を主体として行われていた。本研究で
は通常の社会生活を送っている市中の健常者における薬剤耐性菌のトレンドと浸潤状況を明らかにした。
病院と市中は同様の耐性菌のトレンドが見られ、薬剤耐性菌のパンデミッククローンの市中での浸潤が特に大き
な問題と考えられた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
医療環境での薬剤耐性菌の出現・拡散に対し院内感染制御・対策が進められ、一部の耐性菌で効
果が認められているが、グラム陰性桿菌における耐性割合は増加傾向にある。一因としてグラム
陰性桿菌における複数の抗菌薬に耐性を示す世界的な多剤耐性パンデミッククローンの病院内
外での拡散と病院外の市中のヒトが保有する薬剤耐性菌の院内への持ち込みが示唆されている。 
 
 
 
２．研究の目的 
本研究では、多剤耐性パンデミッククローンを含む耐性菌/耐性遺伝子の市中のヒトでの浸潤実
態・伝播リスクを検討することを目的とする。 
 
 
 
３．研究の方法 
市中のヒトの腸管内における耐性菌/耐性遺伝子の占有率(濃度)・性状を明らかにし、浸潤実態
を解明する。更に、市中における伝播を究明するため、市中分離株の分子疫学的解析を行い、耐
性菌/耐性遺伝子の動態を解明する。これらのデータから、市中における耐性菌の浸潤実態に加
え、維持・伝播のリスクを明確化し、耐性菌制御に役立つ知見を得る。 
 
 
４．研究成果 
(1) 市中健常者分離株におけるパンデミッククローンの性状解析 
2013-2019 年に分離された市中健常者からの大腸菌において、多剤耐性パンデミッククローンと
して重要であるST131が10.4%(54株)検出された。ST131をclade型別した結果を(表1)に示す。
最も高頻度に C1 clade が分類された。C1 clade は現在、医療現場のみならず、様々由来からの
ST131 で高率に検出され、ESBL 産生 ST131 の clade であり、フルオロキノロン耐性かつセファ
ロスポリン耐性を保有する大腸菌として問題視されている。 
また、市中健常者のフルオロキノロン耐性の増加傾向と ST131 の増加傾向に関連性が見られ、パ
ンデミッククローンの拡散がフルオロキノロン耐性の増加につながっていることが示唆された
(図 1)。 
 
(2) 市中健常者における耐性菌の浸潤状況の解明 
2019 年の市中健常者糞便において、セファロスポリン耐性、フルオロキノロン耐性大腸菌を保
有する人の内、半数は耐性菌が占有菌では無く、通常の大腸菌を分離したモリタリングでは見逃
される可能性が示唆された(表 2)。また、耐性大腸菌が占有菌でない人の場合、耐性大腸菌菌が
占める割合は 1%以下であった(図 2)。 
 
 
（表 1）健常者由来大腸菌 ST131clade 型別 

 
 



(図 1) 市中健常者におけるフルオロキノロン耐性大腸菌と ST131 の割合 

 
 
 
 
(表 2) 薬剤添加/無添加培地を用いた市中健常者糞便からの耐性菌分離率 

 
 
(図 2) 市中健常者の糞便中の耐性菌の占有率 
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